ごみを持ち込む際のお願い


１　高浜クリーンセンターにごみを持ち込めるのは　
[bookmark: _GoBack]家庭ごみ　高崎市内で発生したものを自ら（排出者本人及び同居の親族に限る）が直接持ち込む

事業系ごみ　事業活動に伴い高崎市内で発生したごみ（産業廃棄物は不可）を会社自ら（従業員も可）
が直接持ち込む　　（会社、店舗、介護関連施設、学校、保育園・幼稚園、病院、農業、植木屋、塾、個人事業主、
アパート経営、在宅ワーク、廃業したごみ等、生活以外から発生する全てのごみが対象）　
※別途「事業ごみ系の出し方」がありますので、必要であればお申し出ください。

【注意】　　「家庭ごみ」と「事業系ごみ」を一度に混載して持ち込むことは禁止しております

【入場の際に確認する事】
1 ごみの発生した場所等　（どこで発生した、誰のごみか）　

2 「家庭ごみ」か「事業系のごみ」か？　

3 持ち込んだごみの内容　　

※入場時に「ごみが発生した場所」を確認します。あらかじめ以下の身分証等をお手元に用意し、スムーズな搬入にご協力
お願いします。

家庭ごみ　免許証（期限切れは不可）、車検証、公共料金の領収等「ごみの出た場所」がわかるものを提示してください。
事業系ごみ　名刺や車検証等で会社名と発生場所を書面で提示してください。（スマホ等の画面提示は不可とします）


２　受付時間等　　　令和７年２月１日条例改正
　月～金曜日　（土・日曜日、祝日の受入れは不可）
●午前８：３０（受入開始）　～　午後４：４５（閉門）　　
　　　　　　　　
・ごみの量や種類、施設の混雑状況により「ごみを捨てる時間」は変わります。

・ご来場の際、閉門時間に十分注意し、余裕をもってお越しください。
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３　料金　（現金での決済のみ）　令和３年１０月１日条例改正
●1回の持込ごとに１００ｋｇまで無料　　●１００ｋｇを超えると　　（総重量－１００ｋｇ）×１５円＋消費税相当額
　　　　　　　
　　　　※料金発生後に「ごみを持ち帰らせてほしい」という行為はお断りしています。
また料金逃れを目的に同一世帯のごみを複数台の車両・人員で持ち込むことも原則お断りしています。

４　ごみの持ち主が「自ら」持ち込めない場合　
1 　自ら持ち込めない理由があり「同居していない親族」が運搬する場合は、あらかじめ高浜クリーンセンターに電話をいただき、搬入する親族の方が計量棟で手続きをして下さい。（友人、知人、許可のない業者では手続きできません）
2 高崎市から許可を受けている一般廃棄物収集運搬業者に依頼する。

【注意】　業者に処理をお願いする場合は、市の「一般廃棄物収集運搬の許可」を受けているか必ず確認してください。
無許可の業者等に依頼してしまうと、頼んだ側にも法律に基づく罰則が適用されるケースがあります。

５　施設に「不慣れ」「怖い」と感じる場合　
　　受付時に窓口で申し出て下さい。案内板をお渡ししますので、それを目印に中の作業員が注意して誘導してくれます。
　また、けがや肢体不自由、高齢等で計量時に車の乗降車がつらいと感じる方もご相談ください。
（ただし、原則持ち込んだごみは、場内の作業員の介助なしで、「ご自身で降ろしていただく」前提です）

６　ごみ収集車の優先通行のご協力　
　ごみ収集車と市民等のごみ持込の車が同時刻で混雑する場合（予想される場合も含む）、ごみステーションの収集の遅延を少しでも防止する観点で、後から場内に入ったごみ収集車を優先的に施設に誘導する場合があります。
このような場合は施設内でお待ちいただく時間も増えると思いますが、趣旨をご理解いただきご協力をお願いします。

７　スムーズなごみ捨てにご協力を　
　　高浜クリーンセンターではごみの種類ごとに受け入れる建物が変わります。①可燃ごみ②不燃・粗大ごみ③資源物という3種類に正しく分別して、可能であれば車両内でも種類ごとにごみを分けおき、ご自身で降ろしやすいようにしておくとスムーズにごみ捨てが行えます。
また入場の際は免許証等を速やかに提示できるようお手元に用意しておいてください。

８　受入できないケース１　（お持ち帰りとなります）
●「処理できないもの」を持ちこんだ場合
※「家庭ごみ」は4ページを確認し、受け入れできない物を持ち込まないようお願いします！
●市民であっても「市外で発生したごみ」を持ち込んだ場合

●米袋や土嚢袋、段ボール等の「中が見えない状態」でごみを持ち込んだ場合
（テレビや産業廃棄物等の受入れ禁止物を隠して持ち込んだケースが発生しました。施設の爆発等につながります）
※ごみ袋を使用しても「新聞紙」等で中身を覆って見えないようにすることは禁止です。
●分別されていない　　ステーションに出せる資源物を洗うのが面倒等で不燃や可燃として持ち込もうとする
（施設の爆発・破損による修繕費の増加や、施設の休・停止により市民全体に影響を与える事態となるケースもあります。また埋立地を長持ちさせ次の世代の負担を少しでも減らす為にも、ごみの分別はホームページやごみかわら版等を参考に適正な状態でお持ちください）２



９　受入できないケース２　（廃棄物処理法違反となります）

1 「他人のごみ」を「自分のごみ」と虚偽申告し持ち込んだ場合
2 「事業ごみ」を「家庭ごみ」と偽って持ち込んだ場合
3 産業廃棄物を持ち込んだ場合

事業系のごみを高崎市内の住所の免許証等を持っている従業員等を利用し故意に「家庭ごみ」と偽り搬入するケースや、建設・リフォーム・解体業者等が請負先のごみを従業員等の免許で「自分のごみ」と偽り搬入したり、無許可営業のごみの運び屋が他人ごみを持ち込むケースが多発しています。

施設内の複数のカメラで車両ナンバーや受付時のやり取りの映像及び音声の記録を残しています。また持ち込んだごみの中身は徹底的に調査し、状況により車検証の提示、車両照会、現地調査等も実施します。廃棄物処理法に抵触する場合は呼び出しや警察への通報も行います。

虚偽をするように会社に頼まれて運んだ場合でも、会社はもとより「運んだ人」にも罰則が適用される前提ですのでこのような行為は絶対にやめてください。

★市の許可なくごみの収集運搬等の営業行為を行った場合は５年以下の懲役もしくは１，０００万円以下（法人は３億円以下）の罰金、又はこれらが併科されることがあります。
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第２５条・第３２条）

１０　混雑防止へのお願い　
当施設も月平均1万４千台弱というごみの持ち込みがあります。
個人等の持ち込みが多くなり、ごみステーションの収集車が高浜クリーンセンター内で混雑に巻き込まれ、次の収集場所に行く時間が遅れる事態が常態化してきております。

引き続き市民の皆様が安心して利用できる施設で有ることは当然のことですが、「引っ越し等で大量にごみがでる」「粗大ごみを持ち込む」「夜勤等で指定の時間までにごみステーションを利用できない」「事業系一般廃棄物」を持ち込む等での利用を前提としていただき、ごみステーションを利用できる状況にある皆さまはごみステーションを利用し施設の混雑防止にご協力ください。

年末や連休等も大変に込み合います。１日に２千台の利用がある日もあり、周辺道路まで渋滞が及びます。状況により待ち時間含め１時間程度ごみ捨てに時間がかかる場合もあります。
大掃除等は早い時期に行うなど、混雑が予想される時期の搬入はお控えいただきようご理解とご協力をお願いします。


１１　その他　（高齢者ごみ出しＳＯＳ）　
高崎市では歩行に不安があって、ごみステーションまで運べない等、ごみ出しに困っている７０歳以上のみの高齢者世帯や障害のある方のみの世帯、妊娠期及び３歳未満の乳幼児がいる世帯で早朝勤務や単身赴任等で家族の協力が得られずごみ出しが困難と認められる世帯を対象に「高齢者ごみ出しＳＯＳ」を行っています。市から委託を受けた業者が週1回利用者宅を訪問し無料でごみを収集します。
利用には申請が必要となりますので、詳しくは一般廃棄物対策課（ＴＥＬ０２７－３２１－１２５３）または各支所市民福祉課にご相談ください。
※収集できるもの→燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源物、危険物　　（注意・タンス等の「粗大ごみ」は対象となりません）３

お問合せ　高浜クリーンセンター　ＴＥＬ０２７－３４４－２５３０


